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 議案第１５号 
 
 

平成２６年度能美市一般会計予算 

 
 

平成２６年度能美市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 
 
 

  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２３，９６０，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 
  （債務負担行為） 
 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度

額は、「第２表 債務負担行為」による。 
 
  （地方債） 
 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第３表 地方債」による。 
 
  （一時借入金） 
 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１，５００，０００千円と定める。 

（能美市一般会計） 
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  （歳出予算の流用） 
 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 
（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用 
 
 
 
     平成２６年２月２８日 提出 
 
 
 
                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 
 
 

（能美市一般会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 市 税 ７，８８２，０００

1 市 民 税 ２，９７９，８００

2 固定資産税 ３，９１１，９００

3 軽自動車税 ９５，６００

4 市たばこ税 ３００，０００

5 入 湯 税 ８，２００

6 都市計画税 ５８６，５００

2 地方譲与税 １７３，０００

1 地方揮発油譲与税 ５６，０００

2 自動車重量譲与税 １１７，０００

3 利子割交付金 １６，０００

1 利子割交付金 １６，０００

4 配当割交付金 １１，０００

1 配当割交付金 １１，０００

5 株式等譲渡所得割交付金 ３，０００

1 株式等譲渡所得割交付金 ３，０００

6 地方消費税交付金 ５００，０００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 地方消費税交付金 ５００，０００

7 ゴルフ場利用税交付金 ３２，０００

1 ゴルフ場利用税交付金 ３２，０００

8 自動車取得税交付金 ４０，０００

1 自動車取得税交付金 ４０，０００

9 地方特例交付金 ３５，０００

1 地方特例交付金 ３５，０００

10 地方交付税 ４，６５０，０００

1 地方交付税 ４，６５０，０００

11 交通安全対策特別交付金 ５，５００

1 交通安全対策特別交付金 ５，５００

12 分担金及び負担金 ６０５，７２８

1 分 担 金 ５，９７０

2 負 担 金 ５９９，７５８

13 使用料及び手数料 ２３７，３６９

1 使 用 料 ２１６，７４６

2 手 数 料 ２０，６２３
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

14 国庫支出金 ３，１８８，６４４

1 国庫負担金 １，２７１，７３８

2 国庫補助金 １，９０８，５８６

3 国庫委託金 ８，３２０

15 県 支 出 金 ８８５，７１１

1 県 負 担 金 ５３１，００６

2 県 補 助 金 ２４９，４６５

3 県 委 託 金 １０５，２４０

16 財 産 収 入 ７４，７７７

1 財産運用収入 ２２，７７７

2 財産売払収入 ５２，０００

17 寄 附 金 １１，３６７

1 寄 附 金 １１，３６７

18 繰 入 金 ９５８，１３８

1 基金繰入金 ９５８，１３８

19 繰 越 金 ５０，０００

1 繰 越 金 ５０，０００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

20 諸 収 入 ３０２，７６６

1 延滞金、加算金及び過料 ２

2 預 金 利 子 ３００

3 貸付金元利収入 ８６，４６５

4 受託事業収入 ３，２７１

5 雑 入 ２１２，７２８

21 市 債 ４，２９８，０００

1 市 債 ４，２９８，０００

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ２３，９６０，０００
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     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 議 会 費 ２２７，４６１

1 議 会 費 ２２７，４６１

2 総 務 費 １，８１７，７６８

1 総務管理費 １，４３５，４０８

2 徴 税 費 ２８０，７５５

3 戸籍住民基本台帳費 ６４，３４５

4 選 挙 費 １３，１９４

5 統計調査費 ６，４５１

6 監査委員費 １７，６１５

3 民 生 費 １０，４３４，３９８

1 社会福祉費 ４，０７４，２４４

2 児童福祉費 ６，１８４，２４４

3 生活保護費 １７５，８７０

4 災害救助費 ４０

4 衛 生 費 １，４７１，４０６

1 保健衛生費 ７７１，２９０

2 環境衛生費 １７４，６９６
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

3 清 掃 費 ５２５，４２０

5 労 働 費 １３，７１９

1 労 働 諸 費 １３，７１９

6 農林水産業費 ２９０，５１３

1 農 業 費 ２６６，６６８

2 林 業 費 ２３，８０８

3 水 産 業 費 ３７

7 商 工 費 ５６５，６２１

1 商 工 費 ５６５，６２１

8 土 木 費 ２，７０６，６８６

1 土木管理費 １１８，１６８

2 道路橋りょう費 １，１３０，９４５

3 河 川 費 ２１，３３０

4 都市計画費 １，３９３，８８０

5 住 宅 費 ４２，３６３

9 消 防 費 ６７５，６９６

1 消 防 費 ６７５，６９６
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

10 教 育 費 ２，２４７，１７１

1 教育総務費 ２７６，９１７

2 小 学 校 費 ６３１，８９９

3 中 学 校 費 １４４，３３３

4 社会教育費 ５９２，７８９

5 保健体育費 ６０１，２３３

11 災害復旧費 ２５０

1 災害復旧費 ２５０

12 公 債 費 ３，３８９，４０２

1 公 債 費 ３，３８９，４０２

13 諸 支 出 金 ９９，９０９

1 基 金 費 ９９，９０９

△ 公 社 費 ０

14 予 備 費 ２０，０００

1 予 備 費 ２０，０００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ２３，９６０，０００
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事　　　　　項 期　間 限　度　額

平成２７年度から
平成２８年度まで

1,936,000千円

第 ２ 表　債 務 負 担 行 為

能美市土地開発公社に対する債務保証 平成２６年度

金融機関が能美市土地開発公社に事業資金440,000
千円を貸し付けたことに係る債務保証については、
支払い完了までの期間に対し年利５％以内の割合で
算定される利子相当額を加算した額を限度とする。

防災センター建設事業
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起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

千円

地域活性化事業債 4,600

根上窓口センター整備事業債 45,600

辰口福祉会館施設整備事業債 765,600

大成保育園建設事業債 273,700

寺井保育園建設事業債 462,900

ふれあいプラザ建設事業債 407,100

根上中央児童館建設事業債 555,600

農業用水再編対策事業負担金 800

基幹水利施設予防保全対策事業負担金 8,500

道路舗装改修事業債 40,500

市道改良事業債 32,400

橋りょう補修事業債 2,400

消雪管更新事業債 26,600

吉原釜屋跨線橋耐震補強事業債 40,500

地方道路等整備事業債 25,500

除雪機械更新事業債 4,700

第３表　地　　方　　債

普通貸借又は
証券発行

５.０％以内（た
だし、利率見直し
方式で借り入れる
場合は、当該見直
し後の利率）

政府資金については、その
融資条件により、銀行その
他の場合には、その債権者
と協定するものとする。た
だし、市財政の都合により
据置期間及び償還期間を短
縮し、もしくは繰上償還又
は低利債に借換することが
できる。
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起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

県営道路事業負担金 7,600

（仮称）能美根上インターチェンジ整備事業債 114,400

宮竹１１号線整備事業債 10,600

浜町道林線外整備事業債 8,500

来丸９号線整備事業債 11,100

高堂寺井線整備事業債 42,700

火釜１３号線整備事業債 5,700

ＪＲ寺井駅周辺整備事業債 148,200

寺井地区都市再生整備事業債 82,000

都市防災総合推進事業債 17,000

防災センター建設事業債 25,400

寺井小学校大規模改造事業債 133,700

辰口中央小学校防音事業債 74,900

和気小学校空調施設整備事業債 19,200

辰口中学校講堂建設事業債 19,000

緊急防災・減災事業債 31,000

臨時財政対策債 850,000

計 4,298,000

普通貸借又は
証券発行

５.０％以内（た
だし、利率見直し
方式で借り入れる
場合は、当該見直
し後の利率）

政府資金については、その
融資条件により、銀行その
他の場合には、その債権者
と協定するものとする。た
だし、市財政の都合により
据置期間及び償還期間を短
縮し、もしくは繰上償還又
は低利債に借換することが
できる。



    - 1 - 

 議案第１６号 
 

平成２６度能美市国民健康保険特別会計予算 

 
 

平成２６度能美市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
 

  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，８７０，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 

  （一時借入金） 
 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、３００，０００

千円と定める。 
 
  （歳出予算の流用） 
 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 
（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 
     平成２６年２月２８日 提出 
 
                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 
 

（能美市国民健康保険特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 国民健康保険税 １，１０９，１００

1 国民健康保険税 １，１０９，１００

2 使用料及び手数料 １０

1 手 数 料 １０

3 国庫支出金 １，０２４，１２７

1 国庫負担金 ７６７，４４６

2 国庫補助金 ２５６，６８１

4 療養給付費等交付金 １９５，０１０

1 療養給付費等交付金 １９５，０１０

5 前期高齢者交付金 １，４８３，２９９

1 前期高齢者交付金 １，４８３，２９９

6 県 支 出 金 ２２９，４３６

1 県 負 担 金 ３３，４３６

2 県 補 助 金 １９６，０００

7 共同事業交付金 ４８７，５００

1 共同事業交付金 ４８７，５００

8 財 産 収 入 ６９１
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 財産運用収入 ６９１

9 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

10 繰 入 金 ３４０，２６２

1 一般会計繰入金 ２８５，２６２

2 基金繰入金 ５５，０００

11 繰 越 金 １０

1 繰 越 金 １０

12 諸 収 入 ５４５

1 延滞金加算金及び過料 ５０

2 預 金 利 子 １０

3 雑 入 ４８５

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４，８７０，０００
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     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 ７２，２３０

1 総務管理費 ５８，２８３

2 徴 税 費 １３，７０６

3 運営協議会費 ２４１

2 保険給付費 ３，３３３，９８０

1 療 養 諸 費 ２，９５０，２２０

2 高額療養費 ３５９，１００

3 移 送 費 ６０

4 出産育児諸費 ２１，０００

5 葬 祭 諸 費 ３，６００

3 後期高齢者支援金等 ５８５，５９２

1 後期高齢者支援金等 ５８５，５９２

4 前期高齢者納付金等 ４２８

1 前期高齢者納付金等 ４２８

5 老人保健拠出金 ３０

1 老人保健拠出金 ３０

6 介護納付金 ２２９，８００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 介護納付金 ２２９，８００

7 共同事業拠出金 ５３９，４３８

1 共同事業拠出金 ５３９，４３８

8 疾病予防費 ４９，０６６

1 特定健康診査等事業費 ３２，４７８

2 疾病予防費 １６，５８８

9 基金積立金 ６９１

1 基金積立金 ６９１

10 公 債 費 ５００

1 公 債 費 ５００

11 諸 支 出 金 ５７，２４５

1 償還金及び還付加算金 ４，６２０

2 繰 出 金 ５２，６２５

12 予 備 費 １，０００

1 予 備 費 １，０００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４，８７０，０００
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 議案第１７号 
 

平成２６年度能美市後期高齢者医療特別会計予算 

 
平成２６年度能美市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 
  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４６０，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 

  （一時借入金） 
 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

３５，０００千円と定める。 
 
  （歳出予算の流用） 
 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。 
（１）後期高齢者医療広域連合納付金の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間

の流用 
 
     平成２６年２月２８日 提出 
 
                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 
 

（能美市後期高齢者医療特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 保 険 料 ３３８，９１８

1 後期高齢者医療保険料 ３３８，９１８

2 使用料及び手数料 ２０

1 手 数 料 ２０

3 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

4 繰 入 金 １２０，７８２

1 一般会計繰入金 １２０，７８２

5 繰 越 金 １０

1 繰 越 金 １０

6 諸 収 入 ２６０

1 延滞金及び過料 ２０

2 償還金及び還付加算金 ２１０

3 雑 入 ３０

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４６０，０００

-  2  - (能美市後期高齢者医療特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 １０，１５９

1 総務管理費 ６８６

2 徴 収 費 ９，４７３

2 後期高齢者医療広域連合納付金 ４４９，５７１

1 後期高齢者医療広域連合納付金 ４４９，５７１

3 諸 支 出 金 ２２０

1 償還金及び還付加算金 ２１０

2 繰 出 金 １０

4 予 備 費 ５０

1 予 備 費 ５０

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４６０，０００

-  3  - (能美市後期高齢者医療特別会計) 
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 議案第１８号 
 

平成２６年度能美市介護保険特別会計予算 

 
平成２６年度能美市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 
  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、保険事業勘定歳入歳出それぞれ３，８８０，３００千円、サービス事業勘定歳入歳出それぞれ

１３，１００千円と定める。 
２ 保険事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
３ サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第２表 歳入歳出予算」による。 

 
  （一時借入金） 
 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、保険事業勘定３００，０００千円、サー

ビス事業勘定５，０００千円と定める。 
 
  （歳出予算の流用） 
 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。 
（１）保険事業勘定の保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の

流用 
 
     平成２６年２月２８日 提出 
                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

（能美市介護保険特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 保 険 料 ８００，１６０

1 介護保険料 ８００，１６０

2 使用料及び手数料 １０

1 手 数 料 １０

3 国庫支出金 ７９４，８３８

1 国庫負担金 ６５０，２０４

2 国庫補助金 １４４，６３４

4 支払基金交付金 １，０７５，６２９

1 支払基金交付金 １，０７５，６２９

5 県 支 出 金 ５５３，８９０

1 県 負 担 金 ５３９，３１６

2 県 補 助 金 １４，５７４

6 財 産 収 入 １０

1 財産運用収入 １０

7 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

8 繰 入 金 ６５５，６１９

- 2  - (能美市介護保険事業勘定)



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 一般会計繰入金 ６５５，６１９

9 繰 越 金 ３０

1 繰 越 金 ３０

10 諸 収 入 １０４

1 延滞金、加算金及び過料 ３０

2 預 金 利 子 １０

3 受託事業収入 １０

4 雑 入 ５４

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ３，８８０，３００

- 3  - (能美市介護保険事業勘定)



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 ５４，４０２

1 総務管理費 ２０，２０３

2 徴 収 費 ５，４３０

3 介護認定審査会費 ２８，７６９

2 保険給付費 ３，６６０，０００

1 介護サービス等諸費 ３，３１３，２２８

2 介護予防サービス等諸費 １５１，７８２

3 その他諸費 ４，０３２

4 高額介護サービス等費 ５４，９７２

5 高額医療合算介護サービス等費 １１，１５０

6 特定入所者介護サービス等費 １２４，８３６

3 財政安定化基金拠出金 １０

1 財政安定化基金拠出金 １０

4 地域支援事業費 ９５，２２８

1 介護予防・日常生活支援総合事 ４９，０３２

業費

2 包括的支援事業・任意事業 ４６，１９６

- 4  - (能美市介護保険事業勘定)



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

5 基金積立金 １０

1 基金積立金 １０

6 公 債 費 ７０，０１０

1 公 債 費 １０

2 財政安定化基金償還金 ７０，０００

7 諸 支 出 金 ４４０

1 償還金及び還付加算金 ４４０

8 予 備 費 ２００

1 予 備 費 ２００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ３，８８０，３００

- 5  - (能美市介護保険事業勘定)



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 サービス収入 １３，０６０

1 介護予防サービス収入 １３，０６０

2 繰 入 金 １０

1 一般会計繰入金 １０

3 繰 越 金 １０

1 繰 越 金 １０

4 諸 収 入 ２０

1 預 金 利 子 １０

2 雑 入 １０

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １３，１００

- 6 - (能美市介護サービス事業勘定)



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 ５，７８０

1 総務管理費 ５，７８０

2 サービス事業費 ７，２２０

1 居宅サービス事業費 ７，２２０

3 予 備 費 １００

1 予 備 費 １００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １３，１００

- 7 - (能美市介護サービス事業勘定)



   - 1 - 

 議案第１９号 
 

平成２６年度能美市温泉事業特別会計予算 

 
 

平成２６年度能美市の温泉事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
 

  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，６００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 

  （一時借入金） 
 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１，０００千円

と定める。 
 
     平成２６年２月２８日 提出 
 
                                     能美市長   酒 井  悌 次 郎 

（能美市温泉事業特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 使用料及び手数料 ８，５５０

1 使 用 料 ８，５５０

2 財 産 収 入 １０

1 財産運用収入 １０

3 繰 越 金 ３９

1 繰 越 金 ３９

4 諸 収 入 １

1 預 金 利 子 １

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ８，６００

-  2  - (能美市温泉事業特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 温泉事業費 ８，５９０

1 温泉事業費 ８，５９０

2 諸 支 出 金 １０

1 基 金 費 １０

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ８，６００

-  3  - (能美市温泉事業特別会計) 
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議案第２０号 
 

平成２６年度能美市農業集落排水事業特別会計予算 

 
 

平成２６年度能美市の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
 

  （歳入歳出予算） 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６２，９００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 
 （地方債） 
第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方

法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 
 
  （一時借入金） 
 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、４０，０００千円と定める。 
 
 
     平成２６年２月２８日 提出 
 
                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

（能美市農業集落排水事業特別会計）

 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 分担金及び負担金 ６０１

1 分 担 金 ６００

2 負 担 金 １

2 使用料及び手数料 ２９，２７１

1 使 用 料 ２９，２７０

2 手 数 料 １

3 県 支 出 金 ４０，１００

1 県 補 助 金 ４０，１００

4 財 産 収 入 ６３

1 財産運用収入 ６３

5 繰 入 金 ３５，４００

1 一般会計繰入金 ３４，２００

2 基金繰入金 １，２００

6 繰 越 金 ２，３６５

1 繰 越 金 ２，３６５

7 市 債 ５５，１００

1 市 債 ５５，１００

- 2 - (能美市農業集落排水事業特別会計)



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １６２，９００

- 3 - (能美市農業集落排水事業特別会計)



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 事 業 費 １０５，４６６

1 事 業 費 １０５，４６６

2 公 債 費 ５７，３７１

1 公 債 費 ５７，３７１

3 諸 支 出 金 ６３

1 基 金 費 ６３

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １６２，９００

- 4 - (能美市農業集落排水事業特別会計)



- 5 - （能美市農業集落排水事業特別会計）

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

千円

農業集落排水事業債 40,100

下水道資本費平準化債 15,000

計 55,100

第　２　表　　　地　　方　　債

普通貸借又は
証券発行

５.０％以内
（ただし、利率
見直し方式で借
り入れる場合
は、当該見直し
後の利率）

政府資金については、その
融資条件により、銀行その
他の場合には、その債権者
と協定するものとする。た
だし、市財政の都合により
据置期間及び償還期間を短
縮し、もしくは繰上償還又
は低利債に借換することが
できる。























 

 

議案第２４号 

 

平成２６年度国民健康保険能美市立病院事業会計予算 

 

 （総則） 

第１条 平成２６年度国民健康保険能美市立病院事業会計の予算は次に定めるところによる。 

 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は次のとおりとする。 

(1)病     院      

 一般病床 ９９床、療養病床 ４０床（うち介護療養型医療施設 １２床) 

  入 院（年間） ４１，６００人   入 院（1日平均患者数） １１４人 

  外 来（年間） ６２，５６０人   外 来（1日平均患者数） ２３０人 

(2)介護老人保健施設      

 入所定員（短期入所を含む） ７４人  通所リハビリテーション定員 ２５人 

  入所者（年間） ２６，６４０人   入所者（1日平均利用者数） ７３人 

  通所者（年間） ５，７８０人   通所者（1日平均利用者数） ２１人 

      

 

 

 

 

 

－　1　－ （能美市立病院事業会計）



 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

収       入  支       出 

第1款 病院事業収益 ２，０８３，９００千円  第1款 病院事業費用 ２，２５５，９００千円 

  第1項 医業収益 １，７６２，４３８千円    第1項 医業費用 ２，１１０，１４４千円 

  第2項 医業外収益 ２９０，２４３千円    第2項 医業外費用 ３３，７７９千円 

  第3項 特別利益 ３１，２１９千円    第3項 特別損失 １１１，８７７千円 

     第4項 予備費 １００千円 

第2款 介護老人保健施設事業収益 ４００，５００千円  第2款 介護老人保健施設事業費用 ４３１，７００千円 

  第1項 営業収益 ３７９，９３６千円    第1項 営業費用 ４０１，４５８千円 

  第2項 営業外収益 １９，３７０千円    第2項 営業外費用 １５，９２７千円 

  第3項 特別利益 １，１９４千円    第3項 特別損失 １４，３１５千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

収       入  支       出 

第1款 病院事業資本的収入 ６２３，９９７千円  第1款 病院事業資本的支出 ７２４，２７８千円 

第1項 企業債 

第2項 負担金 

４４２，３００千円 

１２９，０６８千円 
 

第1項 建設改良費 

第2項 企業債償還金 

４９４，９９４千円 

２２９，２８４千円 

  第3項 補助金 ５２，６２８千円    

  第4項 寄附金 １千円  

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１００，２８１千円は過年度分損益勘定留保資金で補てんする。 

 

 

－　2　－ （能美市立病院事業会計）



 

収       入  支       出 

第2款 介護老人保健施設事業資本的収入 １０８，００３千円  第2款 介護老人保健施設事業資本的支出 １４９，１２９千円 

第１項 企業債 

第2項 補助金 

１０８，０００千円 

２千円 
 

第１項 建設改良費 

第2項 企業債償還金 

１１６，９４４千円 

３２，１８５千円 

第3項 寄附金 １千円    

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４１，１２６千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんする。 

 

 （企業債）                                                     

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は次のとおりと定める。                 

 

 （一時借入金）                                                 

第６条 一時借入金の限度額は、２００，０００千円と定める。 

 

 

 

 

 

 

起債の目的        限 度 額      起債の方法 利   率 償 還 の 方 法           

（病院） 

施設整備事業 

医療機器整備事業 

 

（老健） 

施設整備事業 

 

 

３４，９００千円 

４０７，４００千円 

 

 

１０８，０００千円 

普通貸借又は証券発行 ５．０％以内（ただし、利率見直し

方式で借りる場合は、当該見直し

後の利率） 

政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合は、その

債権者と協定するものとする。ただし、その債権者と市財政の都合により据

置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上償還又は低利に借換えする

ことができる。 
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 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費）                             

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は 議会の議決を経なければな

らない。                               

(1)病     院 職員給与費 １，２０５，５８４千円  交際費 ３７２千円 

(2)介護老人保健施設 職員給与費 ２６４，７５９千円  交際費 １４０千円 

 

 （他会計からの補助金）                                            

第８条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は次のとおりである。 

(1)病     院 ３７８，０００千円  救急医療の確保に要する経費 ３９，５６７千円  

   医師等の研究研修に要する経費 ２，８８９千円  

   追加費用に要する経費 ２０，９６５千円  

   児童手当に要する経費 ４，３５０千円  

   企業債償還利子に要する経費 １７，２４０千円  

   高度医療器械に要する経費 ６４，８６５千円  

   企業債償還元金に要する経費 １２９，０６８千円  

   経営安定に要する経費 ９９，０５６千円  

 

 （たな卸資産購入費の購入限度額）                                       

第９条 たな卸資産購入費の購入限度額は次のとおりと定める。 

(1)病     院 ３０２，７４０千円     

(2)介護老人保健施設 １４，２７５千円     
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 （重要な資産の取得）                                          

第10条 重要な資産の取得は次のとおりとする。 

種    類 名        称 数 量 備  考 

器械及び備品 電子情報システム更新 一式 市立病院 

 ナースコールシステム 一式  

 乳房撮影装置 一式  

 電動ベッド 一式  

 常温配膳車（トレー含む） 一式  

 生体情報モニタ 一式  

 血液脈波測定装置 一式  

 肺機能測定装置 一式  

 尿流量測定装置 一式  

 整形外科用電動ベッド 一式  

 

 

 

 

             平成２６年 ２月２８日 提出        

                           

                                                               能美市長  酒 井 悌次郎 
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